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成人後期の生涯発達課題と大河ドラマ教材論
$)11 畠ヰ
1 . はじめに
日本の高齢者世代が増加するなかで、高齢者が生きがし 1をもって日々を充実させて生きるた
めの生涯発達課題が重要で、ある。生涯発達課題とは人間が社会的環境のなかで、成一長し多様な人
生危機を乗り越えていくために必要な普遍的な学習自標と考えられる。
生涯発達課題を戦後に主導してきた精神分析学者 E.H.エリクソン (Erik. H. El引くson) は、
成人後期 (LaterAdul thood)の高齢化に伴う学習の重要性を指摘して、その心理的社会的発達
段階を自己の高齢化を受け入れる助走期間を含めて 51歳以上としている。
助走期間を含めた成人後期の発達課題は(1 )新しい役割と活動のエネルギーの方向付け、
( 2 )自己の人生への変容、(3 )生死に対する見方の発達の3点としている。霞療が発達し福
祉社会が成熟するにつれて寿命が男女共に長命イとするなかで、高齢者の成人後期の発達課題へ
の社会教育的対応は地域の重要課題となっている。 7年前に筆者は勤務先の江戸川大学退職後
に生涯学習としての公開講座の講師および地元の所沢市高齢者福祉施設緑寿荘の「歴史を楽し
む会Jの講師を依頼され、筆者自身が 73歳から 80歳まで同年輩の生涯学習者を対象に成人後
期の生涯発達課題の学習指導をする機会を得た。
成人後期の生涯発達課題の学習では、自己の老化による心身の機能退化と人生後半の社会的
役割の変容を積極的に受け入れ、次世代に文化継承するための積極的な意識改革が必要である。
エリクソンのいう自己肯定的受容態度の形成には統合的なカリキュラムが要請される。筆者は
社会教育方法として成人後期の生涯発達課是重である自分の人生を投影し社会参加を進めるため
に、テレビ時代の現在教育的娯楽 (Edu-Entertairunent)として大河ドラマを教材とする集団視
聴学習を提案したい。
著者は埼玉県所沢市の高齢者施設緑寿荘と江戸川大学公開講座において、高齢者の教養講座
として「歴史と文化Jの一般教養講師を依頼され、教材としての悶1K大河ドラマの「平清盛J
「八重の桜Jr軍師官兵衛jおよび f名画で学ぶ近代史Jで歴史映画DVDの視聴と話し合い学習
を試行してきた。大河ドラマは主人公の誕生から家庭環境、幼少期から青年期への葛藤、結婚
と育児、成人前期、中期、後期における社会的役割と、自己存在の肯定と受容など多くの生涯
発達課題のドラマ映像が教材となる。この論考では高齢者の発達課題を支援する映像教材の意
味作用を検討し、成人後期における生涯学習教材としての大河ドラマの効用について考察する。
*江戸川大学名誉教授(生涯学習論、映像 d情報論)
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2. なぜ成人後期の生涯発達課題としての生きがい講座に大河ドラマなのか?
2 -1. エリクソンの成人後期の生渡発達諜題
アメリカの心理学者エリクソン (Erik.E. Erikson， 1902-1994)は、ナチスドイツの迫害から逃
れアメリカに亡命した。戦後はニューヨーク大学、ハーパート大学で発達心理学の講座をもち、
人間は誕生して死ぬまで誰でも幼年期から青年期、成人前期、中期、後期にいたるまで生涯発
達課題に挑戦し続けなければならないとした。エリクソンの生涯発達課題をもとに「生涯発達
心理学」“DevelopmentThrough Life， 1975"を展開した発達心理学者ノくーパラ・ ニューマン
(Ba1七araNewman) とフィリップ・ニューマン(Philip Newman)は成人後期の生涯発達課題を以
下のように整理している。
発達課題 1. 社会的役割の変化と活動へのエネルギー
2. 自分の人生の受容と次世代への継承
3. 生死に対する見方の発達
心理社会的危機 統合対絶望
行動の契機 1. 退職による社会参加の減退
2.祖父母としての役割
3. 老化に伴う心身の変化
4. 回顧と新たな可能性の模索
日本では医療技術、社会福祉体制の拡充により、これまでの高齢社会の概念で捉え難い超高
齢社会の到来し、地域社会の活力の低下、世代間格差と孤立化に対応する成人教育の在り方が
課題となっている。文部科学省は平成 23年から人生 90年を前提としたセカンド・ステージを
自ら設計し、主体的に生きる力をいかに育成するかを主題に「超高齢社会における生涯学習の
在り方に関する検討会Jを設置した。高齢者能力の評価と閉)干修の必要性が要請されながら、
具体的な学習活動と教材活用の方法が見えていなし¥高齢者はそれぞれの社会的経験を踏まえ
た具体的で役立つ、わかりやすい学習方法や教材活用の機会を、行政的支援を含めて期待して
し1る。
2-2. テレビ番組を生涯学習教材として活用する方法論
筆者は在職中社会学部マス・コミュニケーション学科講座主任として、コミュニケーション
と文化、映像情報論、生涯学習論を担当し、成人後期の生涯発達課題への対応として映像教材
によるわかりやすく役立つ学習教材提供の可能性を追求してきた。生涯学習に関わる学習教材
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の在り方を、高齢者への教養講座の実践に関わる中で検討ーし、大河ドラマ (Buildungsroman) 
の教材的有効性について考察してきた。
テレどのNHK大河ドラマおよび、古典的な歴史映画を教育娯楽教材として取り上げた理由は、
成人後期の生涯学習者に共通する面白く楽しく歴史学習をしたいという学習者ニーズ、の汲み上
げと、生涯学習者に共通する長年の人生体験を生かし、自由な雰趨気で生きがし¥を学べる場を
つくりたいとしづ欲求への対応である。これまでは印刷教材が主流で、読書活動による人生の
誕生から幼少期、青年期、成人期、高齢期をどう生きるかを学ばせる大河小説や人物伝で、学ぶ
無意図的な教化作用が大で、あった。
しかし日本新聞協会が毎年実施している 12013年全国メディア接触・評価調査J(全国生活
者 3801人サンフ。ノレ調査)の動向をみると、テレビ接触者は 98%で極めて高い率を維持し、印
刷媒体は新開 83%、雑誌68%とテレビの接触率が高い。
そこで多くの高齢学習者が日常的に接するテレビ番組や映画作品への高い接触性に注目して、
この映像媒体視聴習慣を生涯学習方法としてし1かに位置付け、学習教材としての補強作用とし
て講義および小討論を行うかを考えてみたい。
日本の放送教育史を振り返ると、筆者が教育テレビ放送開始要員としてNHK教育局テレビ・
ディレクターとして採用された昭和 34年 (1959)ごろには、学校教育の革新のため文部省の指
導もあり新学習指導要領の普及実践に放送教材の活用が位置付けられた。幼保、小、中，高校
の教員による全国放送教育研究連盟(全放連)が結成されて盛んに学校教育における放送教材
研究や放送活用授業の調査研究が行われたが、成人期以降の社会教育および生涯学習の領域に
は浸透しなかった。
欧米諸国では 1970年代から市民の生涯学習方法としてメディア・リテラシー教育の一環でテ
レオロジー (Teleology、テレビ学)が提唱された。イギリス、アメリカ、カナ夕ダダ、G、、オ一ストラ
リアなどで
的な内容分析(にCo∞ntωen抗tAnalysis)が評イ価高され、子社土会教育.生涯学習における無意図的な教化
作用の教材活用としてイ優憂れた実践{例F列dが多いO
テレオロジーの提唱者のひとりオーストラリアのマードック大学人間学部教授の社会学者ジ
ョン・ハートレイ(JohnHartley)は、「テレビ学J(Teleology， 1992)の冒頭で「テレビ番組
は比較文化的研究の教材であり、政治経済的、文化的、美学的に市民社会に与える影響を分析
する領域Jとし、イギリスのウエモス大学(WeymouthCollege)講師のケイス・セノレピー (Keith 
Selby)とロン・コウデリー (Ron Cowdery)は「テレビをどう教えるかJ(How to study television、
1995)の著作のなかで「テレビ番組を教材として視聴するには、社会的装置 (Setting)、構成
(Props)、非言語的コミュニケーション(Non-Verbal Communication)、記号論的象徴(Codes
Symbol)の視点から分析的に検討することが望まししリとしている。
著者は在職中社会学部の映像情報論でテレオロジーの教育的機能を論じてきたが、退職後生
っ 、
?
涯学習の実践のなかで映像教材の指導法の開発が課題であると認識した。
退職後地域の「歴史を楽しむ会jおよび「大学公開講座jの講師として、学習者の一部から
「テレピ番組の社会的背景を知りたしリとしづ要請が筆者に求められた。
多くの生涯学習者は、家庭で楽しく視聴している大河ドラマや歴史映画などの映像をよりよ
く理解するために、どうすれば番組の背景になっている歴史と文化を学べるか、一般市民のた
めのメディア・リテラシー教育が必要とされている。
高齢学習者のなかには視聴番組の歴史的背景を知ることで、家族問コミュニケーション復活
のために、祖父母:として孫たちとテレどをもとに歴史について話してみたし、という願いもあっ
た。テレどの家族同時視聴、習慣が減退し、多様化して世代間格差が激しいため、家庭内会話の
断絶が続く不安がメディア学習参加意欲となっていた。
方法論として大河ドラマはテレビ番組の著作権の問題もあり、年間 50本近い長編なので、週
1回 90分の集団学習機会では講義と話し合いの時間を考えると番組の全編再生視聴は難しい。
そこで教養講座発足前に筆者から学習者に要請したのは、受講生は各自で継続的に毎週自曜日
の大河ドラマの家庭視聴をすることを前提とすることである。集団的な社会教育カリキュラム
としては講師による歴史的に重要なポイントの講義による問題提起である。問題部分の大河ド
ラマの一部をDVDで部分再生しながら，講師から映像作品の見方、主人公の生きた時代背景の解
説を聞いて、参加者と話し合いをするための論点をメモすることを指示した。この問題提起の
論点をもとに受講学習者が、自分の人生体験を交えて視聴感想を話し合うとしづ形式をとった。
3. 大河ドラマ「軍部官兵衛Jを教材とした成人後期の生涯発達課題の学習
3 -1.教材としての大河ドラマ「軍師官兵衛J一所沢市歴史を楽しむ会の事例
2014年度の「所沢市歴史を学ぶ会Jの夏から秋にかけて実施した大河ドラマ「軍師官兵衛」
の継続視聴による活動で、は、まずテレビ教材としてのドラマの継続視聴とドラマ内容分析によ
る主人公の生き方と歴史的背景の研究から始めた。
筆者が講師をしている所沢市高齢者福祉施設緑寿荘会議室で行う「所沢歴史を楽しむ会」は、
2014年7月2日、9日と 9月 10目、 17Elに毎月 2田水曜日の午後2時-4時に参加者27名 (60
歳代 12名、 70歳代 11名、 80歳代4名)で、大河ドラマ「軍師宮兵衛で人生の生き方を学ぶJ
研究会を実施した。この会の参加者が 60歳以上なのは、会場として高齢者福祉施設会議室を利
用しているため利用規定で年齢制限があるためである。学習者は市役所の市民広報紙「朔びた
つ広場Jによる公募による高齢者施設利用者が中心である。会の運営は参加したメンバーによ
るクソレー フ。活動で、会費は月額 1000円。選挙による現在の会長は1笠)1鉱一氏、副会長中根佳一氏、
庶務は岩崎長生氏である。生きがいの再発見学習の教材としての「軍師宮兵衛Jのストーリー
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は、主人公黒田官兵衛が幼少期から短父、父による厳しい武士道的な~JII育を受け、播磨のノト藩
の小寺家に仕え、時の権力者織田信長、豊臣秀吉、徳川家康としづ個性的リーダーのもとで、
お家の興亡サパイバノレをかけて凌ぎあうところから始まる。患、子が信長の人質になり、殺され
ようとする危機を秀吉の武将竹中半兵衛の機転に救われ、お光としづ良妻賢母と息子長政の成
長による家族の協力を得て生き抜くライフサイクルが見どころとなり、視聴後の討論の問題提
起となった。
(写真 1)所沢市歴史を楽しむ会
(写真2)大河ドラマ「黒田宮兵衛(如水)の晩年像j
3-2.導入としてのドラマの涯史的背景の講義と「人生の需要jの話し合い
事例研究として 2014年度の所沢市「歴史を楽しむ会Jにおけるテレビ「大河ドラマ・軍師宮
5-
兵衛」を教材とした学習状況について報告したい。
7月2日 「父が教える生き残り術-播磨小寺藩のノト姓宮兵衛と信長との出会し¥J
7月9日 「主従関係は辛いもの-官兵衛の長男長政の人質と荒木村重の謀反J
9月 10Iヨ「人生の転機を逃すな→言一長の死と秀吉の天下取り・その時軍師は」
9月 17日「成人後期の生き方一関ヶ原の戦いと官兵衛の野望そして死J
前半部分の講師による導入指導では、なぜ大河ドラマで、歴史を学ぶのか。特に戦国時代の武
士階級を扱った時代劇の学習では、時代劇に共通する現代のモラルとの相違点として il=]本の
伝統文化としての武士道とはなにか」が課題となった。そこで古典的名著として知られ国際派
外交官として著名な新渡戸稲造が外国人向きに英文で書いた「武士道J(Busido， the Soul of 
Japan)の矢内原忠雄訳をもとに、「武士道とは義のモラノレであり、その表徴たる桜花と同じく
日本の美意識に支えられた生活モラルで、あり、日本の土壌に固有の文化で、ある」と解説し相互
理解を図った。番組視聴、のなかで、主人公の黒田如水(官兵衛)の生活モラノレを分析して、「人に
婿びず富貴を望まずJi主君の罰より臣下の罰おそるべしJi我が君主は天にあり j など独自の
人生哲学に徹した主人公の生き方をドラマの背景として理解させることを呂標とした。
所沢市「歴史を楽しむ会Jは、所沢市緑町の高齢者施設緑寿荘の任意文化サークノレ活動のひ
とつである。会場のある埼玉県所沢市緑町は東京都東村山市と隣接し、旧日本住宅公団 (UR都
市機構)による都市計画による大型ベッドタウンが中核を占めている。そのため高齢者のグル
ープ活動である「歴史を楽しむ会J会員は、現役時代には東京都心に通勤するサラリーマン、
OLの経験者が多く、地元の農業、高業などの自営業者がこれに次いでいる。そのため一般教養
講座参加者は、現役時代の社会経験を踏まえつつ、高齢者としての生きがいを再確認するため
歴史への関心は深い。筆者の一般教養的歴史講座のほかに、身近な郷土学習として「鎌倉街道
の歴史の旅Ji郷土学習として所沢の江戸時代の農業や商業を学ぶ会Jが開講されている。
参加者は所沢市市教委の市民大学経験者が主体となり公募するので、幅広い学習ニーズを踏
まえて、多様な高齢者に歴史学習導入の視点をどこに置くか、カリキュラム設定が課題である。
放送教材および視聴覚教材の活用はレベル調整の鍵となった。
後半部分の話し合い学習では受講生の男性から「大河ドラマの主人公の生き方を見ていると
戦国武士が単なる戦闘集団でなく、藩主と家老、雇われ武士、農民と務入、都市と農村など違
いはあっても現代のサラリーマン社会に通じるものがあるj と、現役時代のサラリーマン人生
の経験を会員相互で披濯し合い話題が盛り上がった。
特に軍師官兵衛の「信長型Ji秀吉型Ji家康型jのタイプの違う上司との主従関係、人間関
係、の付き合い方は共感を呼び、「嫌な上司とどう付き合うかは、会社勤め時代の生き残りサバイ
バル合戦そのものだった。今となってはなつかししリ と自分の半生を大河ドラマの視聴を契機
に振り返る契機となった。女性受講者からは、官兵衛の正妻お光が戦居時代の我が子長政の人
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質としづ緊張状況で、耐えて賢妻ぶりを発揮して乗り切った女性の勇気と知恵について共感す
る感想が多かった。
テレビ映像を軸に話し合いで嫌なこと辛いことなどをお互いに披濯することで、エリクソン
が指摘する肯定的に自己の人生を受容する態度が生まれた。歴史講座で大河ドラマの映像を教
材利用する方法について、講座修了後の 2014年9月 17日に所沢市 f歴史を楽しむ会Jで会員
アンケート調査を実施した結果では、映像教材活用の有効性を肯定する評価が多かった。
「大河ドラマの映像教材の利用をどう思いますかJの無記名質問紙調査
大変良い寸3% 良い-32% 普通-3% 良くない-2%
大変良い理由は「わかりやすい、楽しい、イメージがわくJ
普通および良くない理由は「講義とのバランス、進度が遅れる、フィクション性J
3 -3. r軍部官兵衛Jに学ぶ生死に対する見方の発達
ドラマの映像に秘められた主たちの人生が、挟像記号によって象徴的にイメージとして受講
生たちに心理学的に投影 (projection) されていった。生涯学習者は大河ドラマの主人公であ
る黒田官兵衛後の如水の生き方を継続的に視聴し、学習講座で、グルーフ。指導を受けることが、
自分と家族の人生体験を客観的に見直す契機となった。
2014年度テレピ大河ドラマ f軍師官兵衛jの白眉は、最終回の官兵衛の死である。官兵衛の
長男長政は徳川家康方について関ヶ原の戦いで豊臣i日庄を集めた石田三成と対戦し、父如水(官
兵衛)ゆずりの権謀術数の限りをつくし豊臣派を崩して家康勝手Ijに導いた。九州で覇権を夢見
る老将軍の思惑は崩れるが父は怠子の勝利を讃えて、自己の人生の終駕の時期がきたことを覚
る。慶長9年 (1604)如水は 59歳の時体調を崩して、死を意識した時の最後の辞世の匂「患い
おく言の葉なくて、ついに行く道は迷はじ成るに任せてj は、戦国時代を生き抜いた老雄がす
べてを受け入れ後輩に委ねて何の言い残すべき言葉もない潔いこころを象徴している。
高齢者対象の講産では、生死に対する見方を問題提起することはリアル過ぎ、て難しいことが
多い。この難しさを越えるひとつの教材提起が大河ドラマの主人公の終駕の場面の視聴で、ある。
視聴の後の話し合いで「思いおく言の葉なくて・.. Jとは「潔くけがれの無い心境の極まり
で感動した。自分もこういう心境で最後を迎えたいが凡人には難しいなj としづ感想、が複数あ
った。「死はいつ来るか誰にもわからないが、そのときまで、なんとかお互いにがんばろうj と
いう意見に同調者が多かった。
話し合い学習に大河ドラマを教材とした「歴史を楽しむ会Jの講座への評価は好評で、あった。
2015年度の 7月-9月には、映像教材としてNHK大河ドラマ「花燃ゆ 一吉田松陰と松下村
塾の弟子たちJをとりあげる予定である。
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4. 人生ドラマをもとにした歴史映画を大学公開一般教養講座として活用
4-1. 江戸川大学公開講座における「名画で学ぶ近代史jの事例-
江戸川大学公開講座は、大学のエクステンション・サービスの一環として公募による地域の
生涯学習希望者である一般成人を対象に大学の前期、後期にあわせて前期の 10回、後期 10回
の講義を大学内の大会議室で実施している。大学本部のある千葉県流山市駒木の地域性は常磐
線の郊外住宅都市柏駅の郊外タウンである。最近つくば新線開設後は大学に近い「おおたかの
森J駅周辺が急激に都市化し始め、住民も農業者から東京に通勤する勤労者が増えてきて農村
都市融合地帯となった。公開講座受講者は、流山市、柏市だけでなく松戸市、野田市さらに岩
井市、つくば市、東京都江戸川区などから参加している。これまで主婦層など女性受講者が多
かったが、最近男性受講者が増加して退職サラリーマン層が中核で高学歴化してきたのが特徴
である。
学習希望者数は年度の講座主題によって多少変化するが、著者の一般教養講座は定員 40名。
毎回定員を超す受講者の応募がある。 2014年度は世代的には 50代8名、 60代 15名、 70代 12
名、 80代5名で男女はそれぞれ約半数、若干女性が多い。
一般教養講座では筆者の「映像をもとに歴史と文化を学ぶ講座Jのほかに「文章講座一文章
のいる暮らしJi日本人の倫理観Ji生活のなかの心理学Jrシェークスピア・ライブラリーJi絵
本の魅力Jr文化財入門Ji日本の園芸文化史Jなどが開講されて、学習希望者は受講料(1田
1， 500円、学期 10回だと 15，000円)支払い、受講登録すれば自由に選択受講できる。受講生
は大学施設、図書館の自由利用を可能としている。
2014年度後期の江戸川大学公開講座「名画で学ぶ近代史jでは、歴史的な名画を教材として
主題である歴史的事象を学びつつ、映像表現に秘められた時代と人生について考えることを学
習目標とした。とりあげる名画は映像が歴史的主題に関連して芸術性が高く、しかも映像著作
権保護期間が切れていて教室内で映像の自由使用可能な古典的映画作品を教材とした。 2014年
度後期の講義内容は以下の通りである。
10月313 rセザンヌ・南仏の自然とともにJ
10月 17EI iレンプラント・オランダ絵画の光と影J
10月24日「ノレノアール・華麗なる色彩と豊かな人間像j
11月日日「ロートレック・モンマルトノレの丘で、描く J
11月21呂「藤田嗣治・パリの日本人画家J
11月28EI i戦艦ポチョムキンとロシア革命秘史j
12月5日 i i西部戦線異状なしと第一次世界大戦J
12月 121ヨ「カサプランカと北アフリカ情報戦J
1月 16日「誰がために鐘が鳴るとへミングウエーのスペイン内戦記録J
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1月23S I風とともに去りぬとアメリカの南北戦争J
4-2. i名画で学ぶ近代史j における事前の講義と事後の話し合い学習
「名画で学ぶ近代史jでは、受講希望者に学習の自襟と方法として「この講座では名画を芸術
として学ぶだけではなく、名画を鑑賞しながら名画の背後に秘められた近代に生きた人々の暮
らしや思い、戦争と平和に揺れた激動の時代のなかで、人間としての生き方に注目したしリとい
うオリエンテーションを行った。映像は会場前面のスクリーンにオーバーヘッド・プロジェク
ターで映像を投影し、学習者は映像とともに講師の講義受講および質疑応答、感想などを発表
するゼミ形式で話し合い学習を実施した。
この企画は公開講座希望者のニーズ・アンケートで美術鑑賞、世界の歴史についての講座希
望が多かったここと、映像情報論の立場から現代史を分析したいとしづ講師側の希望との調整
によって実施が決定された。講義内容では成人後期の学習者に知られているセザンヌ、ルノア
ール、ロートレックの印象派の画家たちの生涯を主題にしてパリ・コンミューン、第1次世界
大戦での徴兵など芸術家たちが体験した戦争と平和の表現形態に注目した。パリの画家藤田嗣
治は第1次大戦、そして第2次世界大戦で中国従軍画家、陸海軍嘱託として戦争画を描かせら
れた悲劇に注邑した。無声映画「戦艦ポョムキンjはエイゼ、ンシュタイン監督のロシア革命史、
「西部戦線異状なしJは作家レマルクの戦場体験、誰がために鐘が鳴るJはノーベノレ賞作家ヘ
ミングウエーのスペイン従軍記者など芸術家の践で見た戦争と平和の作品をとりあげている。
2015年度には「戦後 70年」と節臣になることから、戦争から平和への歩みを、同時代の昭
和史を学び直すことによって自分が生きてきた人生を考えてみたいとし¥う受講者の学習ニーズ、
を受けて、「さかのぼり人間昭和史Jの公開講座を開講している。
長編商業用の娯楽映画を社会教育教材とする場合に必要なのは、成人学習者になぜ娯楽的な
内容の映画が歴史学習の教材として有意義なのか、また教育的娯楽の素材を視聴するための心
がけのオリエンテーションの徹底である。
成人学習者はこれまで学習は印刷・図書教材が中心であり、映像である絵画、写真、映画は
補助教材であると、長い間の社会常識を抱かされている。そのために特にテレビや映画は娯楽
だと思い込まされてきたので、緊張感をもって画像のイメージを主体的に課題の問題解決的な
態度で視聴したことがなし1からである。たとえば印象派の画家セザンヌ、ロートレック、ルノ
アール、藤田の絵画については、思内で関かれた印象派の美術展覧会、ヨーロッパの海外旅行
で作品を鑑賞し、美術の時間に美術全集の写真で親しんだ学習者は多くても、フランスのパリ・
コミューンで、の自由を求める市民間争や第1次世界大戦に巻き込まれ戦場に行った画家たちの
悲劇について知らないことが多い。なぜ画家や作家たち、映画監督が戦争や平和の情景を作品
としたか動機を学ぶことが人間としての生き方を考える教材とした所以の理解が重要である。
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(写真3)江戸川大学公開講座の教室状況
(写真4)映画「戦艦ポチョムキンjで感動的な民衆蜂起場菌
古典的な映画「戦艦ポチョムキンj は、世界の近代史を学ぶなかで重要な転換期であるロシ
ア革命が最初に起こった歴史的事件が主題である。映画の舞台で、ある黒海のオデ、ッサ海軍基地
に停泊していた戦艦ポチョムキンが近代史の象徴であることを知ることが歴史的学習の動機づ
けとなり、現在のウクライナ問題の関心へと発展できる。この映像が歴史的事実を再現したド
キュメンタリーであるということと、「見どころjを事前に話しておくことが、第2次大戦を生
き抜いてきた成人後期の学習者に、戦争を考える積極的な視聴態度が生まれる動機づけとなる。
また歴史映画「風とともに去りぬJi誰がために鐘が鳴るJiカサプランカj などは、古典的
な名酒であり、劇場およびDVD家庭視聴で何度も視聴している学習者も多いために、映像鑑賞
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は学習の動機づけにとどめた。アメリカのリンカーン大統領による奴隷廃止宣言を契機とした
南北戦争、第2次世界大戦の前哨戦としてのスペイン内乱、アフリカでのナチスドイツと連合
国側のスパイ情報戦などについての歴史的情報の解釈に重点を置いた。筆者の一般教養講座の
受講者のニーズへの対応が課題となっている。初期には、海外旅行をする前に、歴史的背景を
知りたいとしづ旅行ガイド的な基礎知識を求める受講者も多かったが、次第に大学でのオリエ
ンテーションが徹底して学習目標が高度化し自己学習方法が定着しつつある。大学図書館で関
連参考書の検索情報を交換して近代史研究の文献講読を深める自主的な歴史研-究クツレーフ。が育
ちつつあることは公開講座の担当者として嬉しいことであった。またグ、ノレーフ。で、誘い合ってト
ノレコ、東欧、ロシアなどに海外調査旅行を実施する学習者も出てきたのも成果である。
大河ドラマを生涯発達課題の教材化する要点をまとめておきたい。
( 1 )歴史の流れを学習者がイメージとして意識する。
(2 )主人公の生き方と学習者の自己の生き方と比較して分析できる。
( 3 )自己の人生を客観視して受容してし1く。
(4 )自分を支えてくれた家族、友人、地域、学校、職場などへの理解と感謝。
( 5 )生死の見方が発達して成人後期の生き方が学べる。
( 6 )大きな歴史の流れの中での人間と社会の在り方を理解する。
江戸川大学公開講座がある千葉県東葛地方では、柏市の社会教育活動として、柏中央公民館、
柏教育福祉会館を会場とした成人後期の学習グルーフ。として、柏シニア大学院の活動が活発で、
ある。現在年間 20回以上の研修会、地域活動を行っている。
柏シニア大学院(久保田政夫教務部長)は柏市、流山市、野田市、松戸市などの地方自治体主
催の市民大学講座、老人大学などの卒業者を主体に、自主的に教委などの行政と協力しながら
運営される市民任意グルーフ。活動で、千人近い会員数を維持し、 2015年度の新規入学応募者数
は266名であった。私は同年2月に講師を依頼され、所属大学の「名画で学ぶ近代史Jの流れ
で「ゴ、ツホと浮世絵一美術の東西コミュニケーションj を担当したが、熱心な成人後期の受講
生が多く楽しい教室であった。
生涯学習の学習者と向き合う中で、都市近郊の成人後期の高齢者に強し 1学習意欲が見られる
ことは事実であるが、学校教育と違い決まったカリキュラムに縛られるよりもより自由に学習
教材を選択したい、自分らしい学習内容や方法を幅広く選択し、自己負担をしてもわかりやす
く楽しい学びの時間を持ちたいという要請が強いことを実感した。学習したい主題を中心に校
外調査として産業工場見学、博物館、美やlT館、歴史遺跡などの小旅行に人気があり、狭い限ら
れた領域よりも幅広く一般的な教養を身に着けたいとしづ意欲が強い。
成人後期の学習者は身体的な知的な能力の年齢による減退も強く意識しつつも、退職後、家
庭の子育てを終わり、地域社会の一員としてできる限り社会参加を続けて若々しく充実した人
??
?
?
生を送りたいとし¥う学習意識が一般的である。
エリクソンの生涯発達課題が示唆する生涯学習的主題は自分の生き方を見つめ直して、より
良く生きる価値のある人生の在り方の追求の方法として歴史や文化を学び直したいというニー
ズとなっている。歴史や文化の一般教養講座の教材として映像による大河ドラマなどを教材化
したいとしづ要請の背景はここにある。もちろん教育的娯楽の一環として大河ドラマの映像に
よる生涯発達課題学習の教材化は、教育的娯楽の観点から興味のある領域であるが課題も多い。
大河ドラマのフィクション性を視聴後の討論の中で客観的歴史事実の指導で再検討させながら、
正しい歴史観を認識させるための学習方法の確立などが重要な条件となる。この論考と実践報
告がこれからの継続研究の出発点で、ありたいと願っている。
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